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１．区長挨拶                       「新年奉納神楽：真萱天神社」

新年を迎え、皆様ご健勝の事とお喜び申し上げます。      

昨年は、皆様の協力により、秋の大祭をはじめ各行事、事業とも

順調に消化できました。

今年は、諸行事に出来るだけ多くの人が参加し、意見を出し合え

る環境をつくって行きたいと考えています。

そのための情報発信をして行きますので、協力をお願いします。

２．行事報告（詳細はインターネット、ホームページの「まかや」に記載）

校区運動会

（１０月３日）

・小学校グランドで午前中の予定で開催、総合優勝は公園通り、真

萱が所属する第３分団は３位（昨年は１位）でした。

・朝は太陽も出ていたが昼前から雨、閉会式もそこそこに引き上げ、

公民館で昼食を兼ねて打ち上げ、約３５名の参加がありました。

・開会式で「徳丸市議」から、運動会は松岡の歴史ある行事であり、

人と人の繋がり薄れていく時代にあって重要な位置を占めている。

昨年から午前中のみの実施であるが、今後如何あるべきか自治会な

どで話し合って欲しいとの要望がありました。

・婦人部は朝から昼食作り（炊き出し訓練として実施）、感謝します。

御手洗神社秋の

大祭

（１０月２４日）

・皆さんの協力により無事に終わることが出来ました。

・今回は、真萱が神輿当番でしたが、真萱の頑張りは、宮総代の皆さ

んから賞賛されました。

・真萱の若者による祭り太鼓保存会「真舞会」も今年の１月２２日に

正式発足して、今年の祭りが楽しみです。

ミニバレーボール

（１１月２１日）

・真和会、婦人部を中心に１３名参加。優勝は公園通り自治会でし

た（真萱は０勝２敗）。

天神様霜月祭

（１１月２５日）

・１１時から神事（２３名参拝）、その後、直会を公民館で行いまし

た（賄いは真萱班）。

３．真萱事業の進捗状況

松岡西３号線道路

拡幅（井頭～芝尾）

・道路建設課との現地調査を含めた協議の結果、拡幅は困難との事。

・１０月１７日、芝尾・井頭班会議で拡幅から離合所新設に変更し、

今後場所選定を行う。

松岡西南北線離合

所設置（真萱）

・１１月２８日、真萱班会議で具体的な場所選定（安藤崇宣宅南）。

・１１月３０日、道路建設課に離合所新設を要望。

・１２月２２日、道路建設課と現地調査実施。

・今年２月には工事実施年度が判明する予定。

松岡西２号線拡幅

（向原）：新規

・１１月３０日、道路建設課に道路拡幅を要望。

・１２月２２日、道路建設課と現地調査実施。

・１２月２６日、向原班会議で、鳥居保育園前～高橋製材所間の狭小

部を法面の石積化等で、幅員３ｍ程度とする事で意見集約。

・１２月２７日、道路建設課に上記結果を伝え、早期の実施を要望。

・今年２月には工事実施年度が判明する予定。



片峰、下水道整備

計画

・１１月２１日、下水道建設課による片峰地区関係者への説明会を実

施（３４世帯の内２３世帯出席）。

・今年３月頃には、工事開始年度が判明する予定。

カーブミラー設置

（区から要請箇所）

・真萱共同墓地下方、旧県道出口の３差路に設置済み。

・真萱地区防火用水横の３差路は見通しが利くことから未設置。

４．防災会からのお知らせ

（１）冬は空気が乾燥し、火を使う機会が多くなるため、火災が発生し易くなります。特に焚き

火などは、火災の原因になる事がよくあります。目をはなさない、消火準備をしておくなど、各

人で火災予防に努めましょう。火災発生が疑われる場合は、家庭の消化器を持って現場に急行。

（２）火災報知機の設置が義務化され、既存住宅を含む全住宅に、今年の５月３１日までに取り

付けが必要です。

住宅火災で亡くなった方の 61パーセントが逃げ遅れ、未設置の世帯は早めに設置しましょう。

（３）最近、地震、ゲリラ豪雨など自然災害がよく見聞きされます。松岡で大災害の可能性が最

も高いのは地震で、今後 30 年以内で震度 6 地震の発生確率は 50 パーセントといわれており、事

前の対応が重要です。

阪神・淡路大震災の死亡者のうち、8 割が家屋倒壊や家具転倒による圧死・窒息死でした。

①事前の備えとして、家庭で出来る「家具の固定」→②地震発生の際は、消火、家族の安否確認

→③隣人の安否確認→④避難の順に対応すれば、被害を最小限に抑える事が出来ます。

５．自治協議会費について

２２年度、自治協議会費、266,000 円（世帯当り 2,420 円、区費の約 2割）を納入しました。

皆さんの負担金で活動しています。関心を持って協力、支援しましょう。

対象組織 金額（世帯）：円 組織の目的、活動

校区自治委

員連絡協議

会

77,000 (700)

校区内１３自治会長で構成、定例会（毎月）で行事や

事業等について協議を行う。又、各種団体（女性の会、

社会福祉協議会等）の活動支援、助言を行う。

校区公民館 66,000 (600) 文化活動を通じ地区民の交流、自己啓発を図る。

各種の会議や趣味の教室を開催する。

校区体育協

会

28,600 (260) スポーツを通じ地区民の健康増進、親睦、連携強化を

図る。運動会、球技大会等を主催する。

消防団 94,600 (860) 火災時の消火活動、火災予防の呼びかけ等を行う。

計 266,000(2,420)

６．今後の行事

①２月２７日（日）８時～     ：公民館掃除（片峰２班当番）

②３月上旬           ：役員会（総会準備）、防災会（避難訓練）打合せ

③３月１０日（木）１０時～    ：金比羅様祭り（尾崎当番）

④３月２７日（日）１３時～ 予定  ：区総会、防災訓練

※ 物故者（１０月～１２月）  謹んでご冥福を祈ります。

伊藤節子（１１月、真萱） ・ 鳥居等（１１月、芝尾）


